
平
成

〜

年
度
の
鶴

25

27

岡
市
総
合
計
画
実
施
計
画

（
案
）
が

日
、
議
会
に

19

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
計
画
で
新
規
施
策

は

施
策
で
す
。

28旧
町
村
関
連
で
は
、「
地

域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
見

直
し
、
新
た
な
地
域
振
興

計
画
を
策
定
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

藤
島
地
域
で
は

年
度

21

に
「
庄
内
農
業
の
道
」
構

想
が
策
定
さ
れ
、

年
度

25

の
地
域
振
興
事
業
は
、「
有

機
農
産
物
の
収
益
向
上
」

「
鶴
岡
伝
統
芸
能
祭
の
開

催
」「
庄
内
農
業
高
校
と
の

連
携
」「
日
本
一
ふ
じ
の
里

づ
く
り
」
に
取
り
組
む
と

し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
で
は
、「
地

区
担
当
職
員
制
度
」「
防
犯

灯
維
持
管
理
の
経
費
節
減

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」「
災
害
時
の

地
区
指
定
職
員
制
度
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
12

歳
未
満
の
子
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
の
第
３
子
以
上

の
保
育
料
・
幼
稚
園
保
育

料
を
無
料
化
し
ま
す
。

地
域
の
「
空
き
家
」
対

策
が
、
昨
年

月
議
会
の

12

条
例
制
定
に
よ
り
本
格
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
チ
ャ
ン
ス
？

実
施
計
画
案
の
「
Ⅱ
現

状
と
課
題
」
で
は
、「
情
報

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
」
の
中
で
、「
関
税
の
撤

廃
に
よ
る
国
内
の
農
業
へ

の
影
響
や
労
働
を
含
め
た

多
様
な
分
野
で
の
市
場
の

自
由
化
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
一
方
、
…
国
内
外

と
の
交
流
や
連
携
、
輸
出

や
移
出
に
よ
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
…
本

市
の
農
業
に
つ
い
て
も
、

輸
出
に
よ
る
販
路
拡
大
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
思
わ
れ
ま
す
。」
な
ど
と

書
い
て
い
ま
す
。

市
農
政
課
に
よ
る
と
、

統
計
デ
ー
タ
で
本
市
農
産

物
の
輸
出
実
績
は
な
く
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
と
農

産
物
を
輸
出
し
易
く
な
る

の
か
、
具
体
性
の
な
い
空

論
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
で
も
「
脱
原
発
」

の
姿
勢
が
な
く
問
題
で
す
。
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鶴岡市総合計画実施計画（案）（平成25年度～27年度）
【新規施策】

施 策 名 取 組 み の 概 要
総合計画基本計画の中間見 社会情勢の変化に適切に対応するため、中間見直し
直しの実施
地域振興計画の策定 地域振興ﾋﾞｼﾞｮﾝを見直し、新たな地域振興計画を策定
地域コミュニティと行政の 地区担当職員制度を導入し、住民主体の地域づくりを支援
連魂の推進
地域コミュニティ活動の支 自治組織による防犯灯維持管理にかかる負担軽減と省エネ化を図るLED防犯
援 灯の導入手法について調査し、導入
過疎地域における集落活動 過疎地域に、住民が主体となった地域協力活動などの実践活動に対して人的
などの支援 支援を行う地域おこし協力隊を配置
地域の防災体制の確保・強 災害時に自主防災組織等と市災害対策本部等との連絡調整にあたる災害時の
化 地区指定職員制度。これまで鶴岡地域のみで行われてきたものを全市に拡充
防災拠点施設の強化 小中学校、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等に対し、地域ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｰﾙ基金を活用した太陽光発

電設備や蓄電設備を導入。発電機、投光器等の防災資器材の適正配置
消防団員の活動しやすい環 消防団員の安全の確保と消防力の強化を図るため、消防団の装備の充実
境の整備
新たな廃棄物処理施設の整 新たなごみ焼却施設の整備に向けた廃棄物処理施設整備基本構想を策定。新
備構想の策定 たなごみ焼却施設や最終処分場について検討
環境に配慮したエネルギー 太陽光発電設備や木質ﾊﾞｲｵﾏｽ燃焼機器などの小規模な再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ設備等
の活用促進 の導入に助成
子育てに関する相談・支援 12歳未満の子が３人以上いる世帯において、第３子以降の保育所（公立、私
体制の強化 立、認可外）及び幼稚園（公立、私立）の保育料を無料化
荘内病院の機能充実 大学卒業後、荘内病院に勤務する意志を有する医学生に対して修学資金貸与
荘内病院の機能充実 医師公舎をPFI方式（民間資金・ノウハウの活用）により施設整備
災害医療体制の充実 荘内病院は、山形県DMAT（大規模災害対応等の医療ﾁｰﾑ）指定病院として、

大規模災害への医療チーム派遣
安全でおいしい給食の提供 経年劣化した設備、調理機器の計画的な更新
スポーツ施設の効率的・効 スポーツ施設に計画的に指定管理者制度を導入
果的な管理運営
全国豊かな海づくり大会の 「全国豊かな海づくり大会」の本市への誘致
誘致
企業立地や既存企業の投資 企業の立地を促進し、雇用機会の拡大を図るため、新たに立地又は増設を行
促進 う製造業等の事業者に対し、地元常用雇用者数に応じて支援
食文化創造都市の推進 「食」から「職」の創造をめざし、食文化創造都市を担う多様な人材の育成

を積極的に推進。鶴岡食文化の強みを生かした地域産業の振興や、食と異分
野が連携した新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙづくりにより、雇用機会の創出を図る

緊急雇用対策の推進 本市独自の緊急雇用対策事業を通じて、求職者の雇用機会を創出
広域連携を生かした観光の 山形ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝの開催に向け、県内関係機関との連携を強化し、プ
充実 レ事業を展開するなど、山形・鶴岡の魅力の一層の発信と誘客の拡大を図る
効果的な観光情報の発信 本市ならではの食文化と観光情報を発信し、観光誘客の促進を図るため、新

たに旅行情報誌を発刊する事業や、大手グルメ情報サイトを活用した観光情
報の発信事業に支援

効果的な観光情報の発信 本市の歴史、自然、食文化等を総合的に発信する魅力ある新たな観光メニュ
ーの企画開発及びモニターツアーを実施する事業に支援

適切な土地利用、開発方針 市街化区域内大規模未利用地の有効利用に向け、都市計画道路、開発事業、
の設定 土地区画整理事業等の可能性等に関する調査を実施
空き家対策の推進 老朽化等により適正管理や解体を求めていく必要がある空き家について、条

例に基づき適切な指導、勧告等の実施
空き家対策の推進 地域の空き家について、民間の資金とノウハウを活用した具体的な活用計画

（空き家メセナ計画）を策定
中心市街地・まちなかの機 湯田川公園の整備
能充実と魅力の向上
高速交通ネットワークの整 日本海東北自動車噂新潟県境区間のIC周辺地域について、県境区間の完成後
備促進 を見据えた土地利用等について調査、検討

３
・

重
税
反
対
鶴
岡
田
川
地

13

区
決
起
集
会
後
に
デ
モ
行
進



し
ん
ぶ
ん
赤
旗
３
月
８

日
付
文
化
欄
コ
ラ
ム
「
朝

の
風
」
ー
茨
木
の
り
子
と

韓
国
語
ー
で
あ
る
。
当
地

に
茨
木
の
り
子
を
全
国
に

発
信
す
る
「
六
月
の
会
」

が
あ
る
。
代
表
は
黒
羽
根

洋
司
さ
ん
、
事
務
局
長
は

友
人
の
戸
村
雅
子
さ
ん
で

私
も
会
員
の
末
席
を
汚
し

て
い
る
。
母
は
三
川
町
東

沼
生
ま
れ
、
夫
は
鶴
岡
市
、

夫
と
と
も
に
加
茂
浄
禅
寺

に
眠
る
。
庄
内
に
ゆ
か
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
の
発
会

で
あ
る
。

「
茨
木
の
り
子
さ
ん
は
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
人
を

励
ま
す
印
象
的
な
詩
を
た

く
さ
ん
残
し
た
」
で
始
ま

り
、
最
後
に
詩
「
六
月
」

を
紹
介
す
る
。

<

ど
こ
か
に
美
し
い
村
は
な

い
か
／
（
略
）
ど
こ
か
に

美
し
い
人
と
人
の
力
は
な

い
か
／
同
じ
時
代
を
と
も

に
生
き
る
／
し
た
し
さ
と

お
か
し
さ
と
そ
う
し
て
怒

り
が
／
鋭
い
力
と
な
っ
て

た
ち
あ
ら
わ
れ
る>

茨
木
と
韓
国
語
で
あ
る
。

歳
で
韓
国
語
を
学
び
１

50９
９
０
年
『
韓
国
現
代
詩

選
』
を
発
刊
。
そ
の
動
機

が
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な

か
っ
た
が
、
徐
京
植
の
論

文
で
分
か
っ
た
と
い
う
。

彼
の
兄
が
政
治
犯
で
投
獄
、

茨
木
の
詩
集
を
差
し
入
れ

る
と
、「
六
月
」
に
感
動
し

ハ
ン
グ
ル
に
翻
訳
、
そ
れ

を
茨
木
に
伝
え
る
と
京
都

ま
で
訪
ね
て
来
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

先
日
、
韓
国
の
朴
新
大

統
領
は
、
日
韓
の
歴
史
問

題
で
、
日
本
の
反
省
・
謝

罪
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
友
好
発
展
の
土
台
と

語
っ
た
。
そ
の
背
景
に
、

父
の
朴
元
大
統
領
が
、
８

人
を
死
刑
に
す
る
な
ど
民

主
運
動
を
弾
圧
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
苦
痛
を
受
け

た
被
害
者
と
家
族
に
謝
罪

し
癒
す
た
め
に
努
力
す
る

と
し
た
、
娘
と
し
て
の
苦

渋
の
謝
罪
が
あ
る
。
茨
木

も
日
韓
問
題
に
つ
い
て
同

じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

路
、
地
元
の
業
者
で
な
く

外
国
の
業
者
が
仕
事
し
て

い
た
、
ナ
ン
テ
こ
と
が
あ

り
得
る
と
い
う
。
ナ
ニ
シ

ロ
あ
ま
り
に
全
面
す
ぎ
る

規
制
の
解
除
な
の
で
、
ど

こ
に
問
題
が
現
れ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

▼
し
か
も
交
渉
の
中
味
は

４
年
間
は
明
ら
か
に
し
て

は
な
ら
な
い
ル
ー
ル
な
ん

だ
と
。
国
民
に
知
ら
せ
て

は
ダ
メ
な
協
定
は
ナ
ン
の

た
め
の
物
。
平
等
な
話
し

合
い
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
な
。
動
き
出
し
た
ら
ニ

ッ
チ
も
サ
ッ
チ
も
い
か
な

く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
が
あ
り
う
る
の
だ
。

▼
牛
肉
は

ヶ
月
以
内
の

20

も
の
し
か
入
れ
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も

最
近
か
ら

ヶ
月
に
さ
せ

30

ら
れ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

今
ま
た
自
動
車
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
前
に
ア
メ
リ
カ
の
言

う
よ
う
に
ヤ
ラ
セ
ラ
レ
ル

と
こ
ろ
の
よ
う
だ
ぜ
。

▼
こ
ん
な
ザ
マ
で
日
本
の

意
見
が
通
せ
ま
す
カ
ヨ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の
た

め
の
モ
ノ
。
だ
か
ら
入
ら

な
い
こ
と
が
一
番
。
み
ん

な
で
参
加
に
反
対
し
よ
う
。

（
石
川
）

茨
木
の
り
子
―
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
人
を
励
ま
す
詩

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

政
府
の
暴
走
に
怒
り
の
集
会

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」
県
民
緊
急
集
会

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
農
林
漁
業
、
消
費
者
、
商
工
、
医

療
、
労
働
団
体
な
ど

団
体
で
つ
く
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻

19

止
山
形
県
連
絡
会
議
は

日
、
山
形
市
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断

16

固
反
対
」
県
民
緊
急
集
会
を
開
き
、
県
内
各
地
か
ら
８

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
の
長
澤
豊
会
長
は
「
国
民
の
信
頼

を
裏
切
る
政
府
の
暴
走
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
抗

議
。
吉
村
美
栄
子
知
事
も
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
計
り
知

れ
な
い
影
響
が
あ
る
と
懸
念
し
、
私
は
危
機
感
を
感
じ

る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

県
生
協
連
、
民

医
連
な
ど
４
団
体

の
代
表
が
参
加
表

明
に
抗
議
し
、
た

た
か
う
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の

渡
辺
ゆ
り
子
県
議

も
参
加
し
、
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

ど
う
い
う
よ
う
に
し
た

ら
公
約
違
反
と
言
わ
れ
な

い
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
で
き

る
か
、
こ
れ
を
長
い
時
間

か
け
て
工
面
し
て
き
た
。

一
番
い
い
の
が
大
統
領
が

シ
ャ
ベ
ッ
タ
こ
と
に
す
れ

ば
い
い
と
考
え
た
の
だ
。

▼
そ
の
心
を
読
ん
だ
大
統

領
は
、
ソ
ウ
ダ
ネ
ー
、
お

互
い
大
事
に
し
た
い
も
の

が
あ
る
か
ら
ネ
ー
と
。
水

チ
ョ
ロ
の
話
だ
。
だ
か
ら

特
別
扱
い
す
る
物
が
ア
ル

な
ん
て
言
っ
て
な
い
ん
だ
。

▼
そ
れ
が
日
本
共
産
党
の

追
求
で
明
ら
か
に
な
り
、

首
相
が
認
め
た
ん
で
す
。

当
然
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る

こ
と
は
公
約
違
反
で
す
。

▼
毎
年
高
く
な
っ
て
納
め

ら
れ
な
い
人
が
増
え
て
い

る
状
況
で
も
国
民
皆
保
険

の
制
度
は
、
国
民
の
命
を

守
る
大
切
な
制
度
な
ん
で

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
れ
ば
保

険
会
社
が
儲
け
ら
れ
な
い

か
ら
と
訴
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
の
だ
。

▼
あ
な
た
の
家
の
前
の
道
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